
1. レアメタル資源の賦存・生産状況等
レアメタル資源の賦存状況を鉱種別に、世界

に占める各国の埋蔵量割合として示した（表 1

参照）。

多くの鉱種が特定の国に偏在している状況が

顕著で、ニオブがブラジルに 97.7 ％、タンタ

ルが豪州に 93.0 ％、白金族（ＰＧＭ）が南ア

フリカ共和国に 88.7 ％、リチウムがチリに

73.2 ％、タングステンが中国に 62.1 ％、コバ

ルトがコンゴ民主共和国に 48.6 ％、マンガン

がウクライナに 46.7 ％、アンチモンが中国に

43.9 ％、バナジウムがロシアに 38.5 ％、モリ

ブデンが中国に 38.4 ％、クロムがカザフスタ

ンに 35.8 ％、ニッケルが豪州に 35.5 ％、ボロ

ンがトルコに 35.3 ％、レア・アースが中国に

30.7 ％と、ひとつの国に埋蔵量の３割～９割

（鉱種によっては１か国にほぼ全量）が賦存し、

さらに上位５か国に埋蔵量の 8 割～ 10 割が賦

存している（図 1）。

当然のことながら、埋蔵量の多く賦存する国

における生産量は、世界の総生産量に占める割

合として大きな比率となっており、レア・アー

スは中国が 94 . 7 ％、ニオブはブラジルが

87.2 ％、タングステンは中国が 83.2 ％、アンチ

モンは中国が 81 . 5 ％、プラチナは南アが

72.2 ％等、一国が世界の総生産の７割以上を生

産しているという極端な鉱種もあり、レアメタ

ル資源生産国の資源政策等が需給・価格に大き

な影響を与えることとなる（表２参照）。

中国は、レア・アース（94.7 ％）、タングス

テン（83.2 ％）、アンチモン（81.5 ％）、バナジ

ウム（58.3 ％）、バリウム（52.2 ％）、インジウ

ム（33.9 ％）、モリブデン（23.9 ％）とレアメ

タルの大生産国である（図 2）。
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レアメタルの供給構造の脆弱性
（タングステンにみる中国の影響）

レアメタルシリーズ（3）

希少金属備蓄グループ　審議役　
baba-yozo@jogmec.go.jp馬場　洋三

鉱物資源の特異性として、一般的には、1）鉱床賦存の地理的偏在性、2）特定少数国への生産の集

中、3）資源開発での多大のリスクとリードタイム、4）減耗資源、5）国際商品であり投機の対象

等が挙げられる。レアメタル資源は、銅・鉛・亜鉛・アルミ等のベースメタルと比較して、さらに 6）

一部の特定の資源国に極端に偏在、7）資源国の国家政策が強く反映、8）極めて少数の企業による生

産、9）銅・鉛・亜鉛等の副産物、10）市場は小規模などが特異性として加えられ、その供給構造は

極めて脆弱と言わざるを得ない。

資源生産国における政変、紛争、大規模な労働争議の発生等の不安定要因を常に内在しており、過

去には労働協約改訂に伴うストライキや、大雨等による輸送路への影響等に起因する短期的な供給障

害も発生した。また、トレーダーがＭ＆Ａにより鉱山業に進出し、一部保有鉱山を休止したことによ

り価格が高騰するなど、レアメタルの供給構造はますます脆弱になってきたと言える。さらに、これ

までレアメタルの大供給国であった中国は、目覚ましい経済発展に伴いレアメタル大消費国に変化、

また、輸出奨励から国内需要を優先する方針に転換したことが、バナジウム、モリブデン、インジウ

ム、アンチモン、タングステン等の価格高騰の大きな要因となっている。本稿では、タングステンを

例として、中国が需給動向及び価格動向に与えている影響について報告する。
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５か国計 第3位埋蔵国 第2位埋蔵国 第1位埋蔵国 世界の 
埋蔵量 単　位 鉱　種 

％ ％ 量 国　名 ％ 量 国　名 ％ 量 国　名 

ニッケル 
（純分量） 千ＭＴ 豪　州 ロシア 62,000 22,000 35.5 6,600 10.6 キューバ 5,600 9.0 70.8

クロム鉱 
（グロス量） 百万ＭＴ カザフスタン 南　ア 810 290 35.8 100 12.3 インド 25 3.1 51.2 

マンガン 
（純分量） 百万ＭＴ ウクライナ 中　国 300 140 46.7 40 13.3 南　ア 32 10.7 89.0

コバルト 
（純分量） 千ＭＴ コンゴ民主 豪　州 7,000 3,400 48.6 1,500 21.4 キューバ 1,000 14.3 91.7

タングステン 
（純分量） 千ＭＴ 中  国 カナダ 2,900 1,800 62.1 260 9.0 ロシア 250 8.6 86.3

モリブデン 
（純分量） 千ＭＴ 中  国 米　国 8,600 3,300 38.4 2,700 31.4 チ　リ 1,100 12.8 90.6

バナジウム 
（純分量） 千ＭＴ ロシア 中　国 13,000 5,000 38.5 5,000 38.5 南　ア 3,000 23.1 100.0

ニオブ 
（純分量） 千ＭＴ ブラジル カナダ 4,400 4,300 97.7 110 2.5 豪　州 29 0.7 100.0

タンタル 
（純分量） ＭＴ 豪  州 カナダ 43,000 40,000 93.0 3,000 7.0 100.0

アンチモン 
（純分量） 千ＭＴ 中  国 ロシア 1,800 790 43.9 350 19.4 ボリビア 310 17.2 87.8

白金族 
（純分量） ＭＴ 南  ア ロシア 71,000 63,000 88.7 6,200 8.7 米  国 900 1.3 99.2

リチウム 
（純分量） 千ＭＴ チ　リ 中　国 4,100 3,000 73.2 540 13.2 ブラジル 190 4.6 99.3

ボロン 
（B2O3量） 千ＭＴ トルコ 米　国 170,000 60,000 35.3 40,000 23.5 ロシア 40,000 235 99.4

インジウム 
（純分量） ＭＴ カナダ 米　国 2,500 700 28.0 300 12.0 中　国 280 11.2 67.2

レアアース 
（ＲＥＯ） 千ＭＴ 中  国 旧ソ連 88,000 27,000 30.7 19,000 21.6 米  国 13,000 14.8 74.2

出典：Mineral Commodity Summaries 2004

表1  レアメタルの国別埋蔵量 
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図 1 レアメタル資源の偏在状況（国別・鉱種別）

図 2 中国の主要レアメタル
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出典：MCS : Mineral Commodity Summaries 2004　　 WMSY : World Mineral Statistics Yearbook 2004

表2  レアメタルの生産状況 
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2. 中国の資源政策
中国は、1991 年に「国家鉱物資源保護法」を

制定、レア・アース、タングステン、アンチモ

ン、錫を国家保護性鉱種に指定し、選鉱、製錬、

加工、販売・輸出において許可制（精鉱生産量

割当、輸出量割当制等）を採用して国家管理し

ている。

第 10 次 5 か年計画（2001 年～ 2005 年）では、

主題を発展の堅持、主路線を構造調整の堅持、

動力を改革開放と科学技術の進歩の堅持とし、

経済と社会の調和のとれた発展を目指してい

る。この指導方針の下、有色金属工業第 10 次 5

か年計画（2001 年～ 2005 年）においては、国

家保護性鉱種は、国内消費と合理的な輸出需要

に基づき「資源保護と合理的な開発を強化し、

鉱山能力、製錬能力と生産量を厳格に管理し、

資源の優越を確実に産業の優越に転化」すると

している。

現在策定中の第 11 次 5 か年計画（2006 年～

2010 年）も、①都市と農村の発展、②地域社会

の発展、③社会と経済の発展、④人と自然の調

和的発展及び⑤国内の発展と対外開放の５つの

面を調和しながら、さらに「資源節約型・環境

配慮型社会」を強調して経済と社会の調和のと

れた発展を目指していくと提起されている。

資源分野では、第 10 次 5 か年計画では、水

資源の持続可能な利用を重視し、土地・森林・

草原・海洋・鉱物資源を保護し、生活環境の悪

化の勢いをくい止めるとしており、従来からの

高付加価値化政策（注１）を継続するとともに、

資源産業における環境汚染防止政策をより強化

していくという大きな流れとなっている。

これらの大きな国家政策の下、許可制（精

鉱生産割当制、輸出割当制等）による国家管

理を実施してきているが、価格高騰時には末

端まで統制がなかなかとれないこと（注２）、

また、経済発展に伴う電力不足や環境汚染の

深刻化から、2003 年 10 月には増値税還付率

（17 ％）引下げを表明、2004 年 1 月より段階

的に引下げ（又は廃止）ている（表３参照）。

さらに、2005 年 8 月 22 日通達では「新規の鉱

石委託加工の禁止」という施策の実施となり、

①輸出奨励から国内需要を優先、②環境汚染

対策の強化を図っている。

（注１）高付加価値化政策；資源保有国は、その保有する資
源の価値を如何に高めていくか、即ち、高付加価値化
「自国内において鉱石→精鉱→中間物（酸化物、塩化
物等）→最終素材（金属粉等）→最終製品」政策を遂
行し、自国産業振興を目指す。

（注２）レアアース産業； IT バブル時の鉱石の乱掘、無秩
序な生産及び輸出で疲弊したレア・アース産業の立て
直しのためとして、数百のレア・アース企業を南北２
大レア・アース企業集団へ再編指導するとともに
2005 年末までの新規鉱山開発を禁止している。

3. タングステンの需給・価格動向にみる中国の
影響

１）タングステン生産の中国への集中

タングステン鉱石価格は、1980 年代前半に

100 ドル/MTU をきって以来、20 数年間低価格

で推移してきた。この間、中国以外の旧西側諸

国のタングステン鉱山（豪州、ボリビア、タイ、

カナダ、日本等）は次々に閉山することとなっ

た。この結果、中国のタングステン生産の世界

に占める割合は 1983 年の 45.5 ％から 2003 年に

は 83.2 ％にまで極端に増加し、中国の生産及び

輸出動向が世界のタングステン需給・価格に大

きく影響するという異例な構造となっている

（図 3）。（アンチモンも 1984 年 18 ％→ 2003 年

81 . 5 ％、さらに、レアアースでは 1984 年

16.0 ％→ 2003 年 94.7 ％と極端な構造となって

いる。）

2005年5月1日 2004年1月1日 

タングステン（ＡＰＴ） 

アンチモン 

インジウム 

レアアース 

 

 

17％→13％ 

17％→13％ 

17％→13％ 

17％→13％ 

17％→ 5％ 

13％→8％ 

13％→8％ 

13％→8％ 

13％→0％ 

5％→0％ 

（金属・酸化物） 

（塩化物） 

表 3 増値税（17%）還付率の引下げ状況
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２）中国需要の急増による需給のタイト化

1992 年の 小平の上海等における“南方講

話”による改革開放路線により、天安門事件以

後低迷していた中国経済は回復し、その後毎年

7 ～ 14 ％程度の高い経済成長を続け世界経済の

牽引役となっている。2004 年 4 月以降、中国政

府によりマクロ経済コントロールが実施される

など景気過熱抑制策が打ち出されたが依然とし

て高い経済成長を維持している。

中国のタングステン消費量も、近年の粗鋼生

産・自動車生産の増大等により特殊鋼用・超硬

工具用等の需要が大きく伸び、2004 年には約

24,000t（W 純分、世界需要の約４割）となった

と推定されている。この中国需要の急増が、こ

れまで供給過多であったタングステン需給をタ

イト化させ、価格の高騰をもたらした大きな要

因となっている（表 4）。

埋蔵量（６２．１％） 
生産量（８３．２％） 

埋蔵量（９．０％） 
生産量（５．０％） 

埋蔵量（８．６％） 
生産量（５．７％） 

埋蔵量埋蔵量（４．８％） 
生産量生産量（Ｎ．Ａ．） 

中 国  

旧ロシア 

米国 

１９８３年 
生産量（４５．５％） 

１９８３年 
生産量（１８．５％） 
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生産量生産量（１．７％） 
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ボリビア 

ポル ト ガ ル 
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生産量生産量（３．７％） 豪州 １９８３年 

生産量生産量（３．７％） 

韓国 

タイ 

１９７８年 
生産量生産量（６．１％） 　 

生産集中 

埋蔵量埋蔵量（０．９％） 
生産量生産量（１．２％） 

埋蔵量埋蔵量（０．３％） 
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生産量生産量（０．７％） 

世界における生産比率（MCS2003） 

図 3 中国へのタングステン生産集中状況
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表4  世界のタングステン需給推移 

2004年 2003年 2002年 2001年 2000年 
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３）高付加価値化政策による影響

中国は、タングステン鉱石輸出を禁止してお

り、中間物（パラタングステン酸アンモニウム

（APT）や WO3）での輸出、さらには最終素材

（Ｗ金属粉）や主要用途の超硬工具生産へと付

加価値化を進めている。我が国素材メーカーも

中国のこの付加価値化政策に大きく影響を受

け、鉱石輸入から APT、WO3 での輸入に変化

してきている。

（レア・アースでは、2002 年にレア・アース

産業への外国投資規定を設け、外国企業のレ

ア・アース鉱山への投資を禁止し、付加価値を

高める中間製品等への製錬加工業での合弁・合

作への投資は奨励している。）

4. タングステン安定供給に向けて
（独）石油天然ガス・金属鉱物資源機構　希少

金属備蓄グループでは、我が国の先端技術産業

の国際競争力確保に欠かせない、また、我が国

の社会経済的に重要な環境対策、省エネ対策等

に使われるレアメタルの安定供給の方策を探る

ことを目的に「レアメタル安定供給研究会」を

開催している。タングステンについては、タン

グステン・モリブデン工業会、超硬工具協会、

タングステン線等メーカー、超硬工具メーカー、

商社等の関係者の参加を得て、原料供給の状況、

国内リサイクルの状況等を研究してきているの

で簡単に紹介する。

なお、詳細については、後日、別途報告する

こととする。

（2005.10.14）

出典：ＬＭＢ 

2004年より需給タイト 
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図 4 タングステン価格の推移
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問題点：日本W製品（高品質維持、特殊材）製造が困難？ 

特殊鋼　←特に原料形態に拘らず（量の問題） 
超硬合金←ＡＰＴ又はＷＯ３での原料確保 
Ｗ線材等←ＡＰＴでの原料確保 

1994年 1999年 2004年 

日本のW原料輸入（W純分換算t/Y） 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

■シーライト鉱　■ウォルフラマイト鉱　■APT　■WO3
 

WO3輸入が顕著の増加 
ＷＯ３含む 

・寡占化 ・特定の国に偏在 ・国家政策を反映 

銅・亜鉛・ニッケル等 
の副産物 

探鉱・開発の促進 未利用・代替 
資源の開発 

レアメタル（顕在化する供給不安  価格の高騰等） 

生産企業 資　源　国 レアメタル資源 

リサイクル率の向上 リサイクル技術の開発 

寡占化の緩和 偏在の緩和 影響の緩和 

供給源の分散化 

リ サ イ ク ル  

相手国及び生産企業との信頼の醸成・関係構築 

図 5 中国高付加価値政策による我が国への影響
タングステン原料の輸入（鉱石→APT→WO3 →?）と変化

図 6 レアメタル安定供給に向けて（概略図）
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埋蔵量（６２．１％） 
生産量（８３．２％） 

埋蔵量（９．０％） 
生産量（５．０％） 

埋蔵量（８．６％） 
生産量（５．７％） 

埋蔵量（４．８％） 
生産量（Ｎ．Ａ．） 

埋蔵量（０．３％） 
生産量（２．４％） 

中国 

旧ロシア 

米国 

１９８３年 
生産量（１８.５％） 

１９９３年 
生産量（１．７％） 

カナダ 

ボリビア 
埋蔵量（１．８％） 
生産量（０．７％） 

ポルトガル 

オーストリア 

埋蔵量（０．９％） 
生産量（１．２％） 

豪州 

１９８３年 
生産量（３．７％） 

１９８３年 
生産量（３．７％） 

１９８３年 
生産量（３．７％） 

韓国 

タイ 

１９７８年 
生産量（６．１％） 

世界における生産比率（MCS2003） 

生産集中 

１９８３年 
生産量（４５．５％） 

図 7 タングステン供給源の分散化（カザフ、カナダ、ボリビア、タイ、豪州等？）

JOGMEC JV事業等による支援 
Ｗ休止鉱山の権益取得（追加探鉱等） 
グリーンフィールドからの調査 

 

探　　鉱　・　開　　発 生 産  

資源国の指導強化 
（安全対策・環境配慮） 

製 錬  

安全対策・環境防止機器の導入 
設備投資への技術・資金協力 

権益取得 
権益取得 

JOGMEC仲介等 

権益売却 

日本企業（最終ユーザー＋素材メーカー＋商社等） 

国際協力銀行制度の活用 

図 8 タングステン安定供給に向けて（案）
①探鉱・開発関係
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JOGMEC  技術開発支援制度の活用 

最　終　製　品 

超硬工具：微量元素の分離（Ta等）技術 

特 殊 鋼：簡便な選別技術開発（現状は熟練工の目視） 
リサイクル技術開発課題 

製 造 工 程  

リサイクル率の向上 

最終ユーザーのリサイクルへの理解 既存回収ルートの有効活用 

 

最終ユーザー＋素材メーカー＋回収業者等 

タングステン安定供給に向けて（案）
②リサイクル（技術開発）関係
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